
管理会社

アライアンス・バーンスタイン・
エル・ピー

受益者の皆様へ

　毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申し上
げます。
　さて、ABケイマン・トラスト（以下「トラスト」と
いいます。）のサブ・ファンドであるグローバル・
ハイ・インカム・エクイティ・ファンド（外貨建）（以下

「ファンド」といいます。）は、このたび、第5期の決算
を行いました。
　ファンドの目的は、ABケイマン・マスター・トラ
スト―グローバル・ハイ・インカム・エクイティ・
ファンド（以下「投資対象ファンド」といいます。）に
対する投資を通じ、世界の様々な業種の株式を主要
投資対象として分散投資を行い、配当収益の最大
化と長期的な値上り益を追求することです。当期に
つきましてもそれに沿った運用を行いました。ここに、
運用状況をご報告申し上げます。
　今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い
申し上げます。

その他記載事項
運用報告書（全体版）は代行協会員のウェブサイト（http://www.
abglobal.co.jp）の投資信託情報ページにて電磁的方法により
提供しております。

ファンドの運用報告書（全体版）は受益者の皆様からのご請求
により書面で交付されます。書面での交付をご請求される方
は、販売会社までお問い合わせください。

代行協会員

アライアンス・バーンスタイン株式会社

ABケイマン・トラスト −

グローバル・ハイ・インカム・
エクイティ・ファンド（外貨建）

米ドル建−米ドルクラス
米ドル建−ブラジルレアルクラス
豪ドル建−豪ドルクラス
豪ドル建−ブラジルレアルクラス

ケイマン籍オープンエンド契約型公募外国投資信託／追加型

作成対象期間  第5期
（2015年10月1日〜2016年9月30日）

第5期末
クラス名 1口当たり

純資産価格 純資産総額
米ドル建−米ドルクラス 10.04米ドル 21,292,285米ドル
米ドル建−ブラジルレアルクラス 5.91米ドル 12,732,300米ドル
豪ドル建−豪ドルクラス 9.38豪ドル 52,708,377豪ドル
豪ドル建−ブラジルレアルクラス 8.03豪ドル 12,625,328豪ドル

第5期
クラス名 騰落率 1口当たり

分配金額
米ドル建−米ドルクラス 4.88％ 0.180米ドル
米ドル建−ブラジルレアルクラス 40.51％ 0.779米ドル
豪ドル建−豪ドルクラス 5.30％ 0.624豪ドル
豪ドル建−ブラジルレアルクラス 28.49％ 1.296豪ドル

（注1） 騰落率は、税引前の分配金を分配時に再投資したものとみな
して計算しています。端数調整方法の違いにより、月次報告書
に記載の騰落率とは異なる場合があります。以下同じです。

（注2） 1口当たり分配金額は、税引前の1口当たり分配金額を記載
しています。以下同じです。

交付運用報告書



1

≪運用経過≫
当期の1口当たり純資産価格等の推移について

00

0

10,000,000

20,000,000

30,000,000

40,000,000

50,000,000

0

5

10

15

20
（米ドル） （米ドル）

純資産総額（右軸）
1口当たり純資産価格（左軸）
1口当たり純資産価格（分配金（課税前）再投資ベース）（左軸）

2016年9月末2016年6月末2016年3月末2015年12月末2015年9月末

00
（米ドル）

0

5

10

15

20
純資産総額（右軸）
1口当たり純資産価格（左軸）
1口当たり純資産価格（分配金（課税前）再投資ベース）（左軸）

0

10,000,000

20,000,000

30,000,000

40,000,000

50,000,000
（米ドル）

2016年9月末2016年6月末2016年3月末2015年12月末2015年9月末

〈米ドル建−米ドルクラス〉

〈米ドル建−ブラジルレアルクラス〉

第4期末の１口当たり純資産価格：
9.75米ドル

第5期末の１口当たり純資産価格：
10.04米ドル

（分配金額：0.180米ドル）
騰落率：

4.88％
■1口当たり純資産価格の主な変動要因

上昇要因
・  金融セクターや情報技術セクターなどの保有

銘柄の上昇
・  株式からの配当収入
下落要因
・  一般消費財・サービス・セクターや公益セク

ターなどの保有銘柄の下落

第4期末の１口当たり純資産価格：
4.88米ドル

第5期末の１口当たり純資産価格：
5.91米ドル

（分配金額：0.779米ドル）
騰落率：

40.51％
■1口当たり純資産価格の主な変動要因

上昇要因
・  金融セクターや情報技術セクターなどの保有

銘柄の上昇
・  株式からの配当収入
・  為替取引によるプレミアム
・  ブラジルレアルの対ドルでの上昇
下落要因
・  一般消費財・サービス・セクターや公益セク

ターなどの保有銘柄の下落
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（注1） 1口当たり純資産価格（分配金（課税前）再投資ベース）は、税引前の分配金を分配時にファンドへ再投資したとみなして算出したもので、ファンド運用の
実質的なパフォーマンスを示すものです。以下同じです。

（注2） 1口当たり純資産価格（分配金（課税前）再投資ベース）は、第4期末の1口当たり純資産価格を起点として計算しています。
（注3） ファンドの購入価額により課税条件は異なりますので、お客様の損益の状況を示すものではありません。
（注4） ファンドにベンチマークは設定されていません。

第4期末の１口当たり純資産価格：
9.52豪ドル

第5期末の１口当たり純資産価格：
9.38豪ドル

（分配金額：0.624豪ドル）
騰落率：

5.30％
■1口当たり純資産価格の主な変動要因

上昇要因
・  金融セクターや情報技術セクターなどの保有

銘柄の上昇
・  為替取引によるプレミアム
・  株式からの配当収入
下落要因
・  一般消費財・サービス・セクターや公益セク

ターなどの保有銘柄の下落

第4期末の１口当たり純資産価格：
7.42豪ドル

第5期末の１口当たり純資産価格：
8.03豪ドル

（分配金額：1.296豪ドル）
騰落率：

28.49％
■1口当たり純資産価格の主な変動要因

上昇要因
・  金融セクターや情報技術セクターなどの保有

銘柄の上昇
・  株式からの配当収入
・  為替取引によるプレミアム
・  ブラジルレアルの対豪ドルでの上昇
下落要因
・  一般消費財・サービス・セクターや公益セク

ターなどの保有銘柄の下落
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費用の明細

項　　目 項目の概要

管理会社報酬
＜管理会社として提供するサービス＞
純資産総額の年率0.01％
＜投資運用会社として提供するサービス＞
純資産総額の年率0.19％

ファンド資産の管理運用業務、受益証券の発行業務、ファンド
の投資運用業務

受託会社報酬 年間10,000米ドル ファンドの受託業務

販売会社報酬 純資産総額の年率0.60% ファンドの受益証券の販売・買戻しの取扱業務

代行協会員報酬 純資産総額の年率0.05% 受益証券1口当たり純資産価格の公表等ファンドの代行
協会員業務

その他の費用（当期） 0.19％ 専門家報酬（弁護士費用および会計士費用）、管理事務
代行会社報酬等

（注1） 各報酬については、目論見書に定められている料率および金額を記しています。「その他の費用（当期）」には、運用状況等により変動するものや実費と
なるものが含まれます。便宜上、当期のその他の費用の金額をファンドの当期末の純資産総額で除して100を乗じた比率を表示していますが、実際の
比率とは異なります。

（注2） 各項目の費用は、投資対象ファンドの費用を含みません。
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最近５年間の1口当たり純資産価格等の推移について
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純資産総額（右軸） 1口当たり純資産価格（左軸） 1口当たり純資産価格（分配金（課税前）再投資ベース）（左軸）

運用開始日
（2011年9月30日）

第1期末
（2012年9月末日）

第2期末
（2013年9月末日）

第3期末
（2014年9月末日）

第4期末
（2015年9月末日）

第5期末
（2016年9月末日）

1口当たり純資産価格 （米ドル） 10.00 10.45 10.51 10.24 9.75 10.04
1口当たり分配金額 （米ドル） − 1.260 1.620 1.175 0.180 0.180 
騰落率 （％） − 17.04 16.70 8.51 −3.16 4.88
純資産総額 （米ドル） − 7,519,566 24,508,869 30,793,468 23,059,262 21,292,285

運用開始日
（2011年9月30日）

第1期末
（2012年9月末日）

第2期末
（2013年9月末日）

第3期末
（2014年9月末日）

第4期末
（2015年9月末日）

第5期末
（2016年9月末日）

1口当たり純資産価格 （米ドル） 10.00 10.20 9.46 8.84 4.88 5.91
1口当たり分配金額 （米ドル） − 1.188 1.848 1.296 1.296 0.779
騰落率 （％） − 14.07 11.27 7.11 −34.09 40.51
純資産総額 （米ドル） − 25,694,281 20,248,871 15,656,336 7,708,771 12,732,300

〈米ドル建−米ドルクラス〉

〈米ドル建−ブラジルレアルクラス〉
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純資産総額（右軸） 1口当たり純資産価格（左軸） 1口当たり純資産価格（分配金（課税前）再投資ベース）（左軸）

運用開始日
（2011年9月30日）

第1期末
（2012年9月末日）

第2期末
（2013年9月末日）

第3期末
（2014年9月末日）

第4期末
（2015年9月末日）

第5期末
（2016年9月末日）

1口当たり純資産価格 （豪ドル） 10.00 10.47 10.53 10.24 9.52 9.38
1口当たり分配金額 （豪ドル） − 1.480 1.870 1.402 0.624 0.624 
騰落率 （％） − 19.77 19.51 10.63 −1.34 5.30
純資産総額 （豪ドル） − 2,869,006 11,498,702 22,896,304 21,501,696 52,708,377

運用開始日
（2011年9月30日）

第1期末
（2012年9月末日）

第2期末
（2013年9月末日）

第3期末
（2014年9月末日）

第4期末
（2015年9月末日）

第5期末
（2016年9月末日）

1口当たり純資産価格 （豪ドル） 10.00 9.42 10.20 10.30 7.42 8.03
1口当たり分配金額 （豪ドル） − 1.188 1.296 1.296 1.296 1.296 
騰落率 （％） − 6.19 23.63 14.29 −17.62 28.49
純資産総額 （豪ドル） − 3,832,411 3,301,200 4,839,839 2,633,849 12,625,328

（注1） 1口当たり純資産価格（分配金（課税前）再投資ベース）は、運用開始日の1口当たり純資産価格を起点として計算しています。
（注2） ファンドにベンチマークおよび参考指数は設定されていません。

〈豪ドル建−豪ドルクラス〉

〈豪ドル建−ブラジルレアルクラス〉
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投資環境について
　2016年９月30日までの12ヵ月間におけるグローバル金融市場では、不安定な動きが続きました。中央銀行の金融
政策や原油価格の変動などがパフォーマンスを左右する大きな要因となりました。
　グローバル株式市場は上昇しました。  
　期初から2015年12月にかけては、米連邦準備理事会（ＦＲＢ）が早期利上げを見送るとの見方や良好な企業決算、中国の
追加利下げなどを背景に上昇したものの、2016年１月には、中国株式市場の下落や軟調な原油価格を背景に世界経済の
減速懸念が再び強まったほか、欧州の銀行の収益悪化懸念などを受けて大幅に下落しました。２月中旬以降は原油価格が
上昇に転じたほか、欧州銀行株が持ち直したことから反発し、その後も良好な経済指標や企業決算により米国経済への
楽観的見方が拡がったことなどから株価は上昇基調を維持しました。６月下旬にはイギリスの欧州連合（ＥＵ）離脱が決定
したことを受けて大幅に調整しましたが、７月以降は世界的な景況感の改善などを受けて上昇しました。

ポートフォリオについて
　ファンドは投資対象ファンドへの投資を通じ、世界の様々な業種の株式を主要投資対象として分散投資を行い、配当
収益の最大化と長期的な値上がり益を追求します。投資対象ファンドでは、高い配当利回りが期待でき、かつ長期の収益
力に対して株価が割安に放置されている銘柄を発掘し、投資を行います。
　その結果、セクター配分においては、金融セクター、一般消費財・サービス・セクター、情報技術セクター等が上位と
なりました。国別配分においては、米国、イギリス、フランス等が上位となりました。
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分配金について
　当期（2015年10月1日〜2016年9月30日）の1口当たり分配金（課税前）はそれぞれ下表のとおりです。なお、下表の

「分配金を含む1口当たり純資産価格の変動額」は、当該分配落日における1口当たり分配金額と比較する目的で、便宜
上算出しているものです。

〈米ドル建−米ドルクラス〉 （金額：米ドル）

分配落日 1口当たり純資産価格 １口当たり分配金額（注1）

（対1口当たり純資産価格比率（注2））
分配金を含む1口当たり
純資産価格の変動額（注3）

2015年10月16日 10.38 0.015 
（0.144%） 0.24

2015年11月17日 10.31 0.015 
（0.145%） −0.06

2015年12月16日 10.01 0.015 
（0.150%） −0.29

2016年 1 月19日 9.24 0.015 
（0.162%） −0.76

2016年 2 月17日 9.29 0.015 
（0.161%） 0.07

2016年 3 月16日 9.79 0.015 
（0.153%） 0.52

2016年 4 月18日 9.87 0.015 
（0.152%） 0.10

2016年 5 月17日 9.65 0.015 
（0.155%） −0.21

2016年 6 月16日 9.48 0.015 
（0.158%） −0.16

2016年 7 月19日 10.04 0.015 
（0.149%） 0.58

2016年 8 月16日 10.11 0.015 
（0.148%） 0.09

2016年 9 月16日 9.88 0.015 
（0.152%） −0.22

（注1） 「1口当たり分配金額」には分配落日における1口当たりの分配金額を記載しています。
（注2） 「対1口当たり純資産価格比率」とは、以下の計算式により算出される値であり、ファンドの収益率とは異なる点にご留意ください。 

対1口当たり純資産価格比率（%）＝100×a／b 
a＝当該分配落日における1口当たり分配金額 
b＝当該分配落日における1口当たり純資産価格＋当該分配落日における1口当たり分配金額 
以下同じです。

（注3） 「分配金を含む1口当たり純資産価格の変動額」とは、以下の計算式により算出されます。 
分配金を含む1口当たり純資産価格の変動額＝b−c 
b＝当該分配落日における1口当たり純資産価格＋当該分配落日における1口当たり分配金額 
c＝当該分配落日の直前の分配落日における1口当たり純資産価格 
以下同じです。

（注4） 2015年10月16日の直前の分配落日（2015年9月16日）における1口当たり純資産価格は、10.16米ドルでした。
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〈米ドル建−ブラジルレアルクラス〉 （金額：米ドル）

分配落日 1口当たり純資産価格 １口当たり分配金額（注1）

（対1口当たり純資産価格比率（注2））
分配金を含む1口当たり
純資産価格の変動額（注3）

2015年10月16日 5.23 0.108 
（2.023%） 0.07

2015年11月17日 5.28 0.061 
（1.142%） 0.11

2015年12月16日 5.02 0.061 
（1.201%） −0.20

2016年 1 月19日 4.42 0.061 
（1.361%） −0.54

2016年 2 月17日 4.52 0.061 
（1.332%） 0.16

2016年 3 月16日 5.05 0.061 
（1.194%） 0.59

2016年 4 月18日 5.27 0.061 
（1.144%） 0.28

2016年 5 月17日 5.30 0.061 
（1.138%） 0.09

2016年 6 月16日 5.23 0.061 
（1.153%） −0.01

2016年 7 月19日 5.88 0.061 
（1.027%） 0.71

2016年 8 月16日 6.04 0.061 
（1.000%） 0.22

2016年 9 月16日 5.76 0.061 
（1.048%） −0.22

（注） 2015年10月16日の直前の分配落日（2015年9月16日）における1口当たり純資産価格は、5.27米ドルでした。
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〈豪ドル建−豪ドルクラス〉 （金額：豪ドル）

分配落日 1口当たり純資産価格 １口当たり分配金額（注1）

（対1口当たり純資産価格比率（注2））
分配金を含む1口当たり
純資産価格の変動額（注3）

2015年10月16日 10.08 0.052 
（0.513%） 0.22

2015年11月17日 9.98 0.052 
（0.518%） −0.05

2015年12月16日 9.68 0.052 
（0.534%） −0.25

2016年 1 月19日 8.89 0.052 
（0.582%） −0.74

2016年 2 月17日 8.91 0.052 
（0.580%） 0.07

2016年 3 月16日 9.35 0.052 
（0.553%） 0.49

2016年 4 月18日 9.40 0.052 
（0.550%） 0.10

2016年 5 月17日 9.15 0.052 
（0.565%） −0.20

2016年 6 月16日 8.96 0.052 
（0.577%） −0.14

2016年 7 月19日 9.45 0.052 
（0.547%） 0.54

2016年 8 月16日 9.49 0.052 
（0.545%） 0.09

2016年 9 月16日 9.23 0.052 
（0.560%） −0.21

（注） 2015年10月16日の直前の分配落日（2015年9月16日）における1口当たり純資産価格は、9.91豪ドルでした。
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〈豪ドル建−ブラジルレアルクラス〉 （金額：豪ドル）

分配落日 1口当たり純資産価格 １口当たり分配金額（注1）

（対1口当たり純資産価格比率（注2））
分配金を含む1口当たり
純資産価格の変動額（注3）

2015年10月16日 7.73 0.108 
（1.378%） 0.04

2015年11月17日 7.96 0.108 
（1.339%） 0.34

2015年12月16日 7.42 0.108 
（1.435%） −0.43

2016年 1 月19日 6.81 0.108 
（1.561%） −0.50

2016年 2 月17日 6.69 0.108 
（1.589%） −0.01

2016年 3 月16日 7.07 0.108 
（1.505%） 0.49

2016年 4 月18日 7.17 0.108 
（1.484%） 0.21

2016年 5 月17日 7.61 0.108 
（1.399%） 0.55

2016年 6 月16日 7.46 0.108 
（1.427%） −0.04

2016年 7 月19日 8.22 0.108 
（1.297%） 0.87

2016年 8 月16日 8.21 0.108 
（1.298%） 0.10

2016年 9 月16日 8.02 0.108 
（1.329%） −0.08

（注） 2015年10月16日の直前の分配落日（2015年9月16日）における1口当たり純資産価格は、7.80豪ドルでした。



11

≪今後の運用方針≫
　株式市場における投資家心理は改善しつつあり、一部の高リスク銘柄がディフェンシブ銘柄をアウトパフォームし始めて
います。しかし、この動きは依然として脆弱で、ＦＲＢの政策に関する思惑などに対して極めて敏感です。
　経済成長が低水準にとどまる中、世界各地の幅広い産業にわたり、多くの企業が利益成長の伸び悩みに直面しています。
このような市場環境下、ファンドでは、引き続き景気循環に対し全般的にニュートラルなアプローチを採っています。金融
セクター、エネルギー・セクターおよび電気通信サービス・セクターをオーバーウェイトとする一方、その他の景気敏感
セクターをアンダーウェイトとしています。また、米国をアンダーウェイトとし、欧州をオーバーウェイトとしているのは、
両市場間の大幅なバリュエーション格差や、米国銘柄の配当が総じて低めであることを反映しています。
　ファンドでは、リサーチに基づき、短期的な逆風に耐えて長期的に高いリターンをもたらすと高い確信が持てる銘柄、
すなわち割安で配当利回りの高い銘柄の発掘に注力しています。

≪お知らせ≫
◦該当事項はありません。
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≪ファンドの概要≫
ファンド形態 ケイマン籍オープンエンド契約型公募外国投資信託／追加型
信託期間 ファンドは、平成30年9月30日に終了する予定です。

ただし、管理会社が、受託会社と協議の上、受益者の利益のためと判断した場合には、事前にファンドを終了
させることがあり、また償還日を延期することがあります。

運用方針 ファンドの目的は、ABケイマン・マスター・トラスト―グローバル・ハイ・インカム・エクイティ・ファンド（以下
「投資対象ファンド」といいます。）に対する投資を通じ、世界の様々な業種の株式を主要投資対象として分散
投資を行い、配当収益の最大化と長期的な値上り益を追求することです。

主要投資対象 ファンド ＡＢケイマン・マスター・トラスト−グローバル・ハイ・インカム・エクイティ・ファンド
投資対象ファンド ◆ 投資対象ファンドは、高い配当利回りが期待でき、かつ長期の収益力に対して株価が

割安に放置されている銘柄を発掘し、投資を行います。
◆ 投資対象ファンドは、主に先進国市場を所在地とする発行体の証券に投資を行い

ますが、新興国市場を所在地とする発行体の証券にも投資を行います。
◆ 投資対象ファンドは、主に普通株式に投資を行いますが、優先株式、ワラントおよび

転換証券（スポンサー付きまたはスポンサーなしのADR（米国預託証券）およびGDR
（グローバル預託証券）またはこれらに相当する証券を含みますが、これらに限られ
ません。）にも投資する場合があります。

◆ 投資対象ファンドは、主として世界の株式に投資を行いますが、これらの株式は米
ドル建またはその他の現地通貨建です。原則として、投資対象ファンド内の米ドル建
ではない資産については、為替取引（当該米ドル以外の通貨売り、米ドル買い）を
行います。なお、米ドル建ではない資産には、預託証券等の商品に内在する通貨
エクスポージャーも含まれます。

ファンドの運用方法 世界の好配当株式を実質的な投資対象とします。
◆ ファンドは、資産の大部分をケイマン籍の契約型外国籍投資信託である投資対象ファンドに投資します。
◆ ファンドは、投資対象ファンドへの投資を通じ、世界の様々な業種の株式を主要投資対象として分散投資を

行い、配当収益の最大化と長期的な値上り益を追求します。
◆ 投資対象ファンドは、高い配当利回りが期待でき、かつ長期の収益力に対して株価が割安に放置されて

いる銘柄を発掘し、投資を行います。
好配当株式とは…
本書では、高い配当利回り（1株当たり年間配当金／株価）が期待でき、株価が割安で将来の値上り益が
期待できる株式を「好配当株式」といいます。

主な投資制限 ◆ 投資対象ファンドの総資産の50%以上を金融商品取引法第2条第1項に定義される「有価証券」に投資
します。ただし、投資対象ファンドの運用開始直後、大量の買戻請求が予想される場合または管理会社が
コントロールすることができないその他の状況が予想される場合を除きます。

◆ 投資信託証券（上場不動産投資信託証券（REIT）および上場投資信託証券（ETF）を除きます。）への投資
割合は、投資対象ファンドの純資産総額の5%以下とします。

◆ 借入総額が投資対象ファンドの純資産総額の10%を超えることになる借入れは禁止されています。ただし、
合併等の非常事態または緊急事態の場合には一時的に10%の制限を超過することができます。

◆ 管理会社が運用を行う投資ファンドの全体において、1発行企業の発行する株式（投資法人が発行する
投資証券を含みます。）の議決権の総数の50%を超えて、当該会社の株式の取得を行いません。

◆ 流動性の低い資産への投資は、純資産総額の15%以下とします。15%を超えて投資する場合には、私募
証券、非上場証券、およびその他流動性に欠ける資産への投資につき、価格決定の透明性を確保する適切な
方法が採られている場合に限ります。

分配方針 原則、毎月15日（15日がファンド営業日ではない場合には、その翌ファンド営業日）を分配基準日として、分配を
宣言します。
分配は、販売取扱会社を通じて投資者に対して、分配基準日（同日を含みます。）から起算して原則として
9ファンド営業日目以内に支払われます。
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≪参考情報≫
■ファンドと他の代表的な資産クラスとの年間騰落率の比較

〈米ドル建−米ドルクラス〉

〈米ドル建−ブラジルレアルクラス〉
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◦ 上記グラフは、ファンドと代表的な資産クラスを定量的に比較できるように作成したものです。
◦ 全ての資産クラスがファンドの投資対象とは限りません。
◦ 上記グラフは、代表的な資産クラスについては2012年2月末から2017年1月末の5年間の各月末における直近1年間の騰落率の平均・最大・最小を

表示したものです。ファンドについては2011年9月30日設定のため、設定日から2012年8月末までは直近1年間の騰落率が算出されないことから、
2012年9月末から2017年1月末までの各月末時点における直近1年間の騰落率を表示しています。

◦ ファンドの騰落率は、税引前の分配金を再投資したとみなして計算した騰落率であり、実際の1口当たり純資産価格に基づき計算した騰落率とは異なる
場合があります。

◦ ファンドの年間騰落率は、クラス受益証券の表示通貨である米ドルまたは豪ドル建てで計算されており、円貨に為替換算されておりません。したがって、
円貨に換算した場合、上記とは異なる騰落率となります。

〈豪ドル建−豪ドルクラス〉

〈豪ドル建−ブラジルレアルクラス〉
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＊各資産クラスの指数
日 本 株・・・東証株価指数（TOPIX) （配当込み）
先進国株・・・MSCI-KOKUSAI インデックス（配当込み、円ベース）
新興国株・・・MSCIエマージング・マーケット・インデックス(配当込み、円ベース）
日本国債・・・NOMURA-BPI国債
先進国債・・・シティ世界国債インデックス（除く日本、円ベース）
新興国債・・・JPモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス-エマージング・マーケッツ・グローバル・ディバーシファイド（円ベース）

（注）海外の指数は、円貨に為替換算しております。

東証株価指数（TOPIX) （配当込み）  
東証株価指数（TOPIX)（配当込み）は、東京証券取引所第一部に上場している国内普通株式全銘柄を対象として算出した指数で、配当を考慮したものです。
なお、TOPIXに関する著作権、知的財産権その他一切の権利は東京証券取引所に帰属します。
MSCI-KOKUSAI インデックス（配当込み、円ベース）  
MSCI-KOKUSAI インデックス（配当込み、円ベース）は、MSCI Inc.が開発した、日本を除く世界の先進国の株式を対象として算出した指数で、配当を考慮
したものです。なお、MSCI Indexに関する著作権、知的財産権その他一切の権利は、MSCI Inc. に帰属します。
MSCIエマージング・マーケット・インデックス(配当込み、円ベース）  
MSCIエマージング・マーケット・インデックス(配当込み、円ベース）は、MSCI Inc.が開発した、世界の新興国の株式を対象として算出した指数で、配当を
考慮したものです。なお、MSCI Indexに関する著作権、知的財産権その他一切の権利は、MSCI Inc. に帰属します。
NOMURA-BPI国債  
NOMURA-BPI国債は、野村證券株式会社が発表している日本の国債市場の動向を的確に表すために開発された投資収益指数です。なお、NOMURA-
BPI国債に関する著作権、商標権、知的財産権その他一切の権利は、野村證券株式会社に帰属します。
シティ世界国債インデックス（除く日本、円ベース）  
シティ世界国債インデックス（除く日本、円ベース）は、Citigroup Index LLCが開発した、日本を除く世界主要国の国債の総合収益率を各市場の時価総額で
加重平均した指数です。なお、シティ世界国債インデックスに関する著作権、商標権、知的財産権その他一切の権利は、Citigroup Index LLC に帰属します。
JPモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス-エマージング・マーケッツ・グローバル・ディバーシファイド（円ベース）  
JPモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス-エマージング・マーケッツ・グローバル・ディバーシファイド（円ベース）は、J.P. MorganSecurities LLCが算出、
公表している、新興国が発行する現地通貨建て国債を対象にした指数です。なお、JPモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス-エマージング・マーケッツ・
グローバル・ディバーシファイドに関する著作権、知的財産権その他一切の権利は、J.P.Morgan Securities LLCに帰属します。
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≪ファンドデータ≫
ファンドの組入資産の内容� （第5期末現在）

●組入上位資産
（組入銘柄数：1銘柄）

銘柄 組入比率（％）
AB Cayman Master Trust-Global High Income Equity Fund 99.82%

（注）組入比率は純資産総額に対する各組入資産の評価額の割合です。以下円グラフも同様です。

00

投資信託
99.82%

現金・その他の資産
0.18%

ケイマン諸島
100.00%

米ドル
100.00%

（注）組入全銘柄に関する詳細な情報等につきましては、運用報告書（全体版）に記載されています。

●資産別配分 ●国別配分 ●通貨別配分

純資産等
第5期末

クラス名 純資産総額 発行済口数 １口当たり純資産価格
米ドル建−米ドルクラス 21,292,285米ドル 2,121,000口 10.04米ドル
米ドル建−ブラジルレアルクラス 12,732,300米ドル 2,155,450口 5.91米ドル
豪ドル建−豪ドルクラス 52,708,377豪ドル 5,619,230口 9.38豪ドル
豪ドル建−ブラジルレアルクラス 12,625,328豪ドル 1,572,270口 8.03豪ドル

第5期
クラス名 販売口数 買戻口数 発行済口数

米ドル建−米ドルクラス 579,900口 
（579,900口）

822,790口 
（822,790口）

2,121,000口 
（2,121,000口）

米ドル建−ブラジルレアルクラス 844,790口 
（844,790口）

268,690口 
（268,690口）

2,155,450口 
（2,155,450口）

豪ドル建−豪ドルクラス 4,160,720口 
（4,160,720口）

801,070口 
（801,070口）

5,619,230口 
（5,619,230口）

豪ドル建−ブラジルレアルクラス 1,294,930口 
（1,294,930口）

77,750口 
（77,750口）

1,572,270口 
（1,572,270口）

（注）（　）の数は本邦内における販売・買戻しおよび発行済口数です。
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投資対象ファンドの概要� （2015年10月1日〜2016年9月末日）
ＡＢケイマン・マスター・トラスト−グローバル・ハイ・インカム・エクイティ・ファンド
●1口当たり純資産価格の推移 ●費用の明細

項目 比率
受託会社報酬 0.02%
管理会社/投資運用報酬 0.62%
保管会社報酬 0.08%
管理事務代行報酬 0.02%
名義書換事務代行報酬 0.02%
その他 0.09%

（注） 投資対象ファンドの費用は、便宜上、当期の各費用の金額を当期間末の
純資産総額で除して100を乗じた比率を表示していますが、実際の
比率とは異なります。

●組入上位資産（2016年9月末日現在）
（組入銘柄数：107銘柄）

上位10銘柄 組入比率（％）
1 Royal Dutch Shell PLC - Class B 3.46
2 TOTAL SA 2.78
3 Altria Group, Inc. 2.51
4 Sanofi 2.48
5 Vodafone Group PLC 2.38
6 Australia & New Zealand Banking Group Ltd. 2.12
7 Zurich Insurance Group AG 1.99
8 Pfizer, Inc. 1.85
9 Microsoft Corp. 1.78
10 Philip Morris International, Inc. 1.66

（注）組入比率は純資産総額に対する各組入資産の評価額の割合です。以下円グラフも同様です。
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00
現金・
その他の資産
2.07%

その他
0.41%

現金・
その他の資産
2.07%

普通株
97.93%

米国
35.02%

イギリス 8.98%
フランス 8.25%

日本
7.15%オランダ 6.61%

オーストラリア 5.32%
台湾 3.48%
ドイツ 2.14%
中国 2.10%
スイス 1.99%
カナダ 1.89%

ノルウェー 1.58%
韓国 1.56%

ポルトガル 1.50%
シンガポール 1.47%
フィンランド 1.24%
スウェーデン 1.03%

ロシア 0.98%
イスラエル 0.77%
南アフリカ 0.71%
イタリア 0.70%
その他の国 3.46%

米ドル
96.38%

台湾ドル
1.04%

香港ドル
2.17%

（注）上記円グラフには、四捨五入した比率を記載しているため、全資産の比率の合計が100.00%にならない場合があります。

●資産別配分 ●国別配分

●通貨別配分

（2016年9月末日現在）
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